
 

〇 転貸リースにおける信用保険は、最終転貸者たる農業協同組合等のための保険です。最終転貸者は、最

終借受者たる畜産農家等が経営破綻等により貸付料又は譲渡価額の返済ができなくなったときは、当該最

終借受者からの納入を待たず、協会へ精算額を納入することになります。しかし、最終借受者が信用保険

に加入していれば、１最終借受者当たり 2,000 万円を上限（ただし、希望者で保険会社の審査に通った場合

は上限なし）として、保険会社から保険金が支払われることになり、最終転貸者の納入すべき額が大幅に縮

減されることになります。一方、最終借受者も信用保険に加入することにより、安心して営農ができます。 

 

〇 最終借受者の負担する保険料は、0.48％（2018年 4月より従来の 0.5％から引下げ）です。支払は、リース

機械の貸付料の納入と同じ年 2 回払い（9 月・3 月）です。取得価額 1,100 万円（税込）、貸付期間 6 年、譲

渡価額 10%の場合の保険料は、6 年間合計で約 186,000円です。 

 

〇 保険金は、最終借受者の保険事故と確定された時点の補償対象債権額（リース機械の取得価額から納

入済みの基本貸付料を差し引いた額。2018 年 4 月以降貸付け開始のリース機械は消費税込みで算出）か

ら貸付施設の処分等により回収された金額（回収金）を差し引いた額に 95％（2018 年 4 月より従来の 90％

から変更）の縮小率を乗じて得た額が支払われます（１最終借受者当たり 2,000 万円が上限（ただし、希望

者で申請時に保険会社の審査に通った場合は上限なし）となります。） 

計算例 

 リース機械の取得価額（税込）（Ａ）      11,000,000 円 

 納入済みの基本貸付料（税込）（Ｂ）         4,125,000 円 

 回収金（税込）（Ｃ）                       2,200,000 円 

 補償対象債権額（Ｄ）＝（Ａ）－（Ｂ）＝     6,875,000 円 

  支払保険金額（Ｅ）＝〔（Ｄ）－（Ｃ）〕×95％ ＝ 4,441,250 円 

  
※ 支払保険金額は 4,441,250 円となりますが、最終転貸者（農協）は、縮小率の残 5％（233,750

円）のほか、附加貸付料（日割り計算）及び延滞に係る違約金を協会に納入することとなります。 

 2018年 4月から転貸リースにおける信用保険が変わりました  

①  2018 年 4 月以降貸付け開始のリース機械については、補償対象債権額（リースの残債額）は、

消費税相当額を含めた額で算出されます。（注）それに応じて農家の支払保険料も増加することとなります。 

②  支払保険金の上限額は原則 2,000 万円ですが、2018 年 4 月以降の借受者で、貸付申請時に上

限額引き上げを希望され別途保険会社の審査に通った方に対しては、上限額がなくなりました。 

（注）支払保険金額の上限が撤廃された場合、それに応じて農家の支払保険料も増加することとなります。 

③  縮小率が 90％から 95％に改正され、いざというときに支払われる保険金が増えます。 

④  信用保険料率が、2022 年 4 月の保険料から 0.5％⇒0.48％に引き下げられました。 

最終転貸者（再貸付団体又は借受者）たる農業協同組合等の皆様へ 
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